
賃
金
体
系
の
能
力
主
義
・ 

　
成
果
主
義
へ
の
動
き
が
鮮
明
に 

賃
金
実
態
調
査

賃
金
実
態
調
査 

賃
金
実
態
調
査 

〜 

福
井
県
賃
金
実
態
調
査
結
果
か
ら 

〜 

実
在
勤
労
者
賃
金 

継
続
雇
用
制
度
導
入
後
の
賃
金
制
度 

賃
金
制
度

賃
金
制
度
に
関
す
る
調
査

関
す
る
調
査 

賃
金
制
度
に
関
す
る
調
査 

現
在
の
賃
金
制
度
と 

今
後
導
入
し
た
い
賃
金
制
度 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
雇
用
と 

　
　
　
派
遣
労
働
者
の
使
用
状
況 

【調査時期】 平成16年7月 

【調査方法】 調査票の郵送による照会と 
 実訪聞き取り 

【調査対象】 福井県下3,000社の民間企業を 
 無作為抽出 

【回　答　数】 521社（17.4%） 

【内　　訳】 製造業 28.2% 

 卸・小売業 24.2% 

 建設業 23.0% 

 その他の業種 24.6%

調　査　概　要 

������������������

福
井
県
内
企
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
金
実

態
と
賃
金
構
造
を
分
析
し
、
今
後
の
賃
金
資
料
や

労
働
条
件
検
討
の
際
の
参
考
と
す
る
た
め
に
調
査

し
た
。 

            

実
在
勤
労
者
賃
金
調
査
は
、
平
成
16
年
４
月
〜

６
月
の
３
ケ
月
間
、
継
続
し
て
同
一
企
業
に
勤
務

し
て
い
る
常
用
労
働
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
た
賃

金
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。 

本
調
査
で
の
賃
金
と
は
、
所
定
労
働
時
間
内
給

与
（
通
常
正
規
に
予
定
さ
れ
た
労
働
時
間
に
就
労

し
た
こ
と
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
で
、
通
勤

手
当
や
超
過
勤
務
手
当
な
ど
を
除
い
た
月
例
支
給

総
額
）
の
金
額
を
い
う
。 

    

 　
初
任
給
の
支
給
状
況
を
見
る
と
大
卒
男
子
（
全

職
種
）
の
22
歳
で
は
14
年
度
に
実
施
し
た
調
査

と
比
較
す
る
と
１
・
６
％
の
減
少
と
な
っ
た
の
を

は
じ
め
、
大
卒
女
子
を
除
き
前
回
調
査
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
。 

                      

     

                         「
現
在
の
賃
金
体
系
に
つ
い
て
近
い
も
の
」
と

の
質
問
で
は
、「
年
功
給
と
能
力
給
（
職
能
給
）
の

バ
ラ
ン
ス
型
」
が
49
・
１
％
と
約
半
数
、
次
い
で

「
能
力
給
（
職
能
給
）
中
心
型
」
が
17
・
２
％
、「
年

功
序
列
型
」
が
10
・
３
％
と
続
い
た
。 

                      

一
方
「
賃
金
体
系
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
か
」
と
の
質
問
で
は
、「
能
力
給
（
職
能
給
）
中

心
型
」
が
27
・
９
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
年

功
給
と
能
力
給
（
職
能
給
）
の
バ
ラ
ン
ス
型
」
が

26
・
３
％
、「
業
績
（
成
果
）
主
義
型
」
が
17
・
２
％

で
続
き
、
能
力
主
義
・
成
果
主
義
人
事
へ
の
移
行

が
う
か
が
え
る
。 

   

雇
用
形
態
の
多
様
化
が
す
す
む
中
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
雇
用
と
派
遣
労
働
者
の
使
用
状
況
、
賃
金

構
造
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、

「
常
時
雇
用
」
が
50
・
８
％
、「
繁
忙
期
の
み
」
が

９
・
４
％
と
両
者
を
合
わ
せ
る
と
６
割
以
上
の

企
業
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
採
用
し
て
い
る
。
派

遣
労
働
者
の
使
用
状
況
を
み
る
と
、「
常
時
使
用
」

が
12
・
９
％
、「
繁
忙
期
の
み
」
が
９
・
３
％
で
あ

り
、「
使
用
し
て
い
な
い
」
が
77
・
８
％
と
な
っ
た
。 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
年
代
別
時
間
給
の
平
均
を

み
る
と
、
男
子
で
は
10
代
が
最
も
低
く
８
１
１
・

８
円
で
、
以
降
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
金
額

が
上
昇
し
60
代
で
８
８
６
・
７
円
と
な
っ
た
。
最

低
額
の
10
代
と
最
高
額
の
60
代
の
差
は
74
・
９

円
で
あ
っ
た
。 

女
子
で
、
最
も
低
い
の
は
男
子
同
様
10
代
で

７
７
１
・
３
円
。
40
代
の
７
９
８
・
９
円
ま
で
年

齢
が
進
む
に
つ
れ
て
金
額
が
大
き
く
な
る
が
、

50
代
以
降
は
金
額
が
下
が
っ
て
い
る
。
金
額
の

差
は
、
10
代
と
ピ
ー
ク
時
の
40
代
の
間
で
み
る

と
、
27
・
６
円
と
男
子
に
比
べ
小
さ
い
。 

        

継
続
雇
用
制
度
が
あ
る
場
合
に
、
定
年
退
職
時

と
比
べ
て
所
定
内
賃
金
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
79
〜
60
％
」
が
49
・
５
％
と

最
も
高
く
、
次
い
で
「
99
〜
80
％
」
で
22
・
１
％

と
な
っ
た
。 

採
用
し
て
い
る
継
続
雇
用
制
度
ご
と
に
み
る
と
、

い
ず
れ
の
制
度
で
も
「
79
〜
60
％
」
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
る
が
、「
勤
務
延
長
制
度
の
み
導
入
」
の

企
業
で
は
全
体
と
比
較
し
て
12
・
５
ポ
イ
ン
ト
低

く
、「
99
〜
80
％
」「
変
化
な
し
」
が
全
体
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。 

 

 

年
間
給
与
支
給
調
査
な
ど
、
そ
の
他
調
査
結
果
の

詳
細
は
、「
平
成
16
年
度
福
井
県
賃
金
実
態
調
査
報

告
書
」（
平
成
17
年
１
月
発
刊
予
定
、
頒
価
１  ,
０
０
０

円
）
に
掲
載
し
ま
す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

経
営
支
援
課 

【
０
７
７
６
ー
３
３
ー
８
２
８
３
】 

派遣労働者の使用状況 

常時使用 
12.9％ 

繁忙期のみ 
9.3％ 

使用していない 
77.8％ 

福井県実在勤労者賃金(全産業)

継続雇用制度後の所定内賃金の変化 継続雇用制度別の所定内賃金の変化 初任給と前年度改定率、改定額の推移 

パートタイマーの雇用状況 

繁忙期のみ 
9.4％ 

雇用していない 
39.8％ 常時雇用 

50.8％ 

（千円） 

（円） 

年　　齢 
大 卒 男 子 
（全職種） 

短専卒男子 
（全職種） 

高 卒 男 子 
（事務・販売） 

高 卒 男 子 
（生産技術） 

大 卒 女 子 
（全職種） 

短専卒女子 
（全職種） 

高 卒 女 子 
（事務・販売） 

高 卒 女 子 
（生産技術） 

年　　度 

初任給 

上昇額 

上昇率 

初任給 

初任給 

186,700 

―3,000 

―1.6% 

189,700 

188,900

153,900 

―1,700 

―1.3% 

156,000 

155,300

156,500 

―700 

―0.4% 

157,200 

161,600

156,300 

―600 

―0.4% 

156,900 

155,100

147,500 

―1,500 

―1.0% 

149,000 

147,200

145,500 

―3,700 

―2.5% 

149,200 

149,600

 

平成16年度 

 

平成14年度 

平成13年度 

大卒男子 
（全職種） 

163,400 

―3,000 

―1.8% 

166,400 

＊＊＊

短専卒男子 
（全職種） 

高卒男子 
（事務・販売） 

高卒男子 
（生産技術） 

短専卒女子 
（全職種） 

177,400 

400 

0.2% 

177,000 

＊＊＊

大卒女子 
（全職種） 

高卒女子 
（事務・販売） 

高卒女子 
（生産技術） 

18歳 

20歳 

22歳 

25歳 

30歳 

35歳 

40歳 

45歳 

50歳 

55歳 

60歳 

－ 

－ 

186.7 

209.2 

249.3 

298.9 

340.9 

384.5 

409.7 

446.9 

350.0

－ 

163.4 

－ 

194.7 

235.7 

268.8 

328.1 

361.8 

387.8 

380.5 

358.8

153.9 

167.4 

－ 

201.1 

234.9 

272.3 

309.2 

352.8 

377.7 

402.1 

348.9

156.5 

170.8 

－ 

204.4 

244.6 

266.5 

293.7 

312.7 

335.0 

327.1 

251.1

－ 

－ 

177.4 

192.8 

205.9 

221.6 

247.9 

207.9 

312.2 

　 *** 

　 ***

－ 

156.3 

－ 

173.2 

190.7 

207.8 

220.0 

216.4 

223.6 

256.9 

256.9

147.5 

153.7 

－ 

167.5 

185.7 

196.7 

202.4 

222.8 

223.1 

226.6 

218.4

145.5 

150.9 

－ 

164.9 

176.1 

180.9 

189.8 

187.8 

179.1 

180.3 

149.3

現在の賃金体系と今後導入したい賃金体系 

年功序列型 

能力給中心型 

職務給中心型 

業績主義型 

年功給と能力給バランス型 

年功給と業績給バランス型 

年  俸  制 

そ  の  他 

50454035302520155 100

■現在の賃金体系　■今後のの賃金体系 

 10.3
 1.7

 17.2
 27.9

 26.3
 49.1

 14.3
 8.9

 1.3
 5.2

 1.8
 2.2

 6.4
 5.2

 5.0
 17.2

50（%） 454035302520155 100

99～80％ 

79～60％ 

60％未満 

変化なし  10.2

 22.1

 49.5

 18.2

男  子 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

811.8 

836.5 

840.5 

844.7 

848.1 

886.7

771.3 

783.3 

789.0 

798.9 

784.3 

770.1

女  子 

変
化
な
し 

10.2 

6.9 

23.9 

9.2

99
〜
80
％ 

22.1 

18.3 

30.4 

26.2

79
〜
60
％ 

49.5 

52.6 

37.0 

47.7

60
％
未
満 

18.2 

22.2 

8.7 

16.9

※平成13年度の短専卒男子・大卒女子は集計対象者不足により「＊＊＊」と表記。 

（％） 

全 体 平 均  

再雇用制度のみ 

勤務延長制度のみ 

再雇用と勤務延長の併用 

（円） 

（％） 



景気の回復時期 

来年1～3月頃 1.2％ 

来年4～6月頃 
19.0％ 

来年7～9月頃 
21.4％ 

来年10～12月頃 
19.0％ 

更に先になる 
39.3％ 

景気の今後について 

100%

80%

60%

40%

20%

0%
H16.12H15.6 H15.9 H15.12 H16.3 H16.6 H16.9

ー現況で推移　ーー今後悪化　ー持ち直す 

16.5
19.4

76.3

4.33.1

32.6

62.1

5.3
8.2

29.5

62.3

80.4

冬期賞与の平均支給月数 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0%
１
ヶ
月
未
満 

そ
の
他 

３
ヶ
月
以
上 

１
〜
２
ヶ
月 

未
満 

２
〜
３
ヶ
月 

未
満 

ま
だ
決
ま
っ
て 

い
な
い 

17.7
15.0

46.9
45.0

16.7

23.8

3.1
0.0

14.615.0

1.0 1.3

■去年　■今年 

過
剰
在
庫 

円
高 

ガ
ソ
リ
ン 

そ
の
他 

円
安 

8.0

50.0

61.4

8.0
10.2

6.8

1.1

価
格
競
争 

激
化 

同
業
他
社
と
の 

競
合
激
化 

 

他
業
界
と
の 

競
合
激
化 

 

他
国
と
の 

競
合 

 

製
品
ラ
イ
フ 

サ
イ
ク
ル
の
短
命 

経営の懸念材料 

0

10%

20%

30%

40%

50%

60% 

 

70%

8.0

21.6

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■好調　■やや好調　■普通　■やや悪化　■悪化 

Ｈ16.12 9.5

Ｈ16.9 4.3

売上今後 

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ16.12

4.1

Ｈ16.9 9.7

売上現状 

1.4

54.2 31.9

17.6 56.8 20.3

2.8

1.4

18.6 51.4 24.3

1.41.4

55.4 32.4

■去年　■今年 90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0
支
給
す
る 

77.279.0

支
給
し
な
い 

9.6 7.6

自企業の景況感DI値の推移 

■好調  ■やや好調  ■普通  ■やや悪化  ■悪化 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自企業の景況感 

Ｈ16.9

Ｈ16.12

11.5
1.0

55.2 25.0 7.3

3.2
4.313.8 55.3 23.4

H15.9H15.6 H16.3H15.12 H16.9H16.6 H16.12
-60

-40

-20

0

-28.9
-19.8

-10.7

-44.5
※DI値＝（好調＋やや好調）－（悪化＋やや悪化） 

13.213.3

ま
だ
決
ま
っ
て 

い
な
い 

冬期賞与の支給計画 

景
況
感
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に 

景
気
見
通
し
調
査

景
気
見
通
し
調
査 

景
気
見
通
し
調
査 

〜 

一
方
で
は
景
気
回
復
は
ま
だ
先
と
の
見
通
し 

〜 
平
成
16
年
12
月
調
査 

総
括 

景
気
の
今
後 

自
企
業
の
景
況
感 

景
気
の
回
復
時
期 

冬
期
賞
与
の
支
給
計
画 

経
営
の
懸
念
材
料 

売
上
（
出
荷
）
高 

※本調査は前年同期に比べてではなく３ケ月前を主
な対象として、短期的な景気動向を把握するために行
っています。この調査は毎年３月・６月・９月・12月の
年４回行なっています。今回は冬期賞与の支給状況に
ついて触れています。 

【調査時期】 平成16年11月22日b ～26日f

【調査方法】 ファックスにより送付、回収 
【調査対象】 当所9部会委員345社 
【回　答　数】 95社（回答率：27.5％） 
【内　　訳】 製造業   30社（31.6%） 
 建設業 16社（16.9%） 
 卸小売業 32社（33.7%） 
 運輸業 5社（  5.3%） 
 サービス業 10社（10.5%） 
 その他 2社（  2.0%） 

調　査　概　要 景
気
の
今
後
に
つ
い
て
「
現
況
で
推
移
す
る
」

が
76
・
3
%
に
な
り
、「
景
気
回
復
時
期
」
も
来
年

10
月
以
降
と
見
て
い
る
事
業
所
が
58
・
5
%
で
、

景
気
回
復
は
ま
だ
先
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
自

企
業
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
9
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
げ

10
・
7
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
上
昇
し
た
。
こ
れ

を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
売
上
（
出
荷
）
高
、
採

算
状
況
な
ど
の
Ｄ
Ｉ
値
も
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
。

資
金
繰
り
な
ど
も
「
問
題
な
し
」
が
増
え
、
設
備

投
資
計
画
も
増
加
し
て
い
る
。
経
営
の
懸
念
材
料

で
は
、「
同
業
他
社
と
の
競
合
激
化
」
や
「
価
格
競

争
の
激
化
」
が
更
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、「
ガ

ソ
リ
ン
等
燃
料
の
高
騰
」
は
前
回
よ
り
大
き
く
減

っ
た
が
、
今
度
は
「
円
高
」
が
徐
々
に
増
え
始
め

た
。
冬
期
賞
与
支
給
計
画
で
は
、
昨
年
と
比
較
し

「
支
給
す
る
」
企
業
が
若
干
増
え
、
概
ね
「
１
〜
２

ケ
月
」
が
半
数
近
く
を
占
め
、「
２
〜
３
ケ
月
」
も

7
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
え
23
・
8
%
と
な
っ
た
。 

   

景
気
の
今
後
に
つ
い
て
、
製
造
業
、
卸
・
小
売

業
を
中
心
に
「
現
況
で
推
移
す
る
」
と
予
測
し
て

い
る
企
業
は
前
回
調
査
時
（
平
成
16
年
9
月
）
か

ら
4
・
1
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
76
・
3
％
に
な
っ
た
。

「
今
後
悪
化
す
る
」
と
予
測
し
て
い
る
企
業
は
19
・

4
％
で
製
造
業
を
中
心
に
2
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

が
っ
た
。「
持
ち
直
す
」
と
の
見
方
は
4
・
3
％
で

1
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
良
く
は
な
ら
な
い

も
の
の
現
況
で
推
移
す
る
と
い
う
の
が
大
勢
を
占

め
た
。 

  

           

    

 

今
後
の
景
気
の
回
復
時
期
に
つ
い
て
は
、
来
年

1
〜
3
月
の
冬
期
の
回
復
は
少
な
く
、
来
年
春
以

降
の
回
復
を
見
込
ん
で
い
る
回
答
が
多
い
。「
来

年
4
〜
6
月
頃
」
で
19
・
0
％
、「
来
年
7
〜
9

月
頃
」
で
21
・
4
％
、
2
0
0
5
年
10
月
以
降
に

な
る
と
考
え
て
い
る
企
業
は
、
製
造
業
や
建
設
業
、

卸
・
小
売
業
を
中
心
に
58
・
3
％
。
厳
し
い
見
方

も
多
く
、
景
気
回
復
は
ま
だ
先
に
な
る
見
通
し
で

あ
る
。 

   

 

自
企
業
の
景
況
感
と
し
て
、「
好
調
」
は
卸
・
小

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
見
ら
れ
、
1
・
0
％
か
ら

3
・
2
％
に
増
加
、「
や
や
好
調
」
は
11
・
5
％
か

ら
13
・
8
％
へ
増
加
、「
や
や
悪
化
」
は
製
造
業
、

運
輸
業
に
多
く
25
・
0
％
か
ら
23
・
4
％
へ
減
少
、

「
悪
化
」
は
7
・
3
％
か
ら
4
・
3
％
に
減
少
し
た
。

D
I
値
は
19
・
8
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
か
ら
9
・

1
ポ
イ
ン
ト
の
回
復
を
見
せ
、
10
・
7
マ
イ
ナ
ス

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。 

 

              

 

売
上
の
現
状
は
「
好
調
」
が
サ
ー
ビ
ス
業
に
若

干
見
ら
れ
、
2
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
げ
4
・
1
％

な
っ
た
。「
や
や
好
調
」
は
卸
・
小
売
業
、
建
設
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
見
ら
れ
7
・
9
ポ
イ
ン
ト
上
げ

17
・
6
％
増
加
し
た
。「
や
や
悪
化
」
は
11
・
6
ポ

イ
ン
ト
下
げ
20
・
3
％
に
な
り
、
回
復
基
調
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
売
上
の
今
後

に
つ
い
て
は
、「
や
や
悪
化
」
と
す
る
回
答
が
8
・

1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
32
・
4
％
と
な
る
な
ど
現

状
は
良
い
も
の
の
今
後
に
つ
い
て
は
慎
重
な
見
方

が
多
い
。 

   

最
も
多
い
の
は
「
同
業
他
社
と
の
競
合
激
化
」

が
卸
・
小
売
業
、
建
設
業
を
中
心
に
7
・
6
ポ
イ

ン
ト
増
え
61
・
4
％
、
続
い
て
「
価
格
競
争
激
化
」

が
6
・
0
ポ
イ
ン
ト
増
え
50
・
0
％
と
、
こ
の
二

つ
が
突
出
し
て
経
営
の
懸
念
材
料
と
し
て
挙
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、「
ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料
の
高
騰
」
は

18
・
0
ポ
イ
ン
ト
下
げ
21
・
6
％
に
な
っ
た
。
一

方
、
円
高
が
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
え
8
・
0
％
と

な
っ
た
。 

 

           

 

冬
期
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て
、
昨
年
度
12
月
調

査
と
比
較
。「
支
給
す
る
」
は
1
・
8
ポ
イ
ン
ト
増

え
79
・
0
%
と
な
り
ほ
ぼ
全
業
種
で
支
給
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。「
支
給
し
な
い
」
は
2
・
0
ポ
イ
ン

ト
減
り
7
・
6
%
な
っ
た
。  

        

賞
与
の
支
給
月
数
は
、
昨
年
度
同
様
「
１
〜

２
ケ
月
」
が
最
も
多
く
、
半
数
近
く
の
企
業
が
こ

の
回
答
。
ま
た
、「
２
〜
３
ケ
月
」
は
卸
・
小
売
業
、

製
造
業
に
見
ら
れ
7
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
え
23
・

8
%
に
な
っ
た
。 
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